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 In vitroにおける cell viability の評価、In vivoにおける皮下注入・大腿
骨骨欠損モデルでのレントゲン・病理・生化学的評価・力学的評価を比較検討
した。皮下注入実験の結果より、両凍結群において骨誘導能が確認された。 ま







れ、博士（医学）の学位に値すると考える。                
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